
 

    

平成２１年１０月９日  

 

平成２１年度西総合支援学校「学校評価」について 

「自ら振り返り，互いに高めあう」 -子どもたちの学校生活をよりよいものに- 

 

１．本校の学校評価システムの改訂について 

・本年６月に「京都市学校評価ガイドライン」が【第３版】に改訂されたので，このガイ

ドラインに基づいて今年度の本校の学校評価システムを改訂し，実施する。 

 

【参考】  

京都市の学校評価システムについて 

 

・京都市では，全国に先駆けて学校評価の全校実施を行い，今日まで保護者・地域の

方々や児童生徒によるアンケート評価も含めた「学校評価システム」の構築に努め

てきた。 

 

・このシステムは，子どもたちをはじめ保護者・地域の方々一人一人の声を大切にす

るとともに，学校と家庭・地域が足りないところを批判しあうのではなく，互いに

高めあう双方向の信頼関係を築くことを目指す「京都方式」として多くの成果を収

めてきた。 

 

・平成１３年度から試行実施，平成１５年度には市立学校全校で学校評価を実施，平

成１６年度には全校での評価結果の公表，平成１８年度に本市システムの検証を行

う専門委員会の設置，平成１９年度に平成１５年版の「学校評価システムガイドラ

イン」を改定(第２版)，平成１９年６月に全国初の学校評価を含む行政評価条例

(「京都市行政活動及び外郭団体の経営の評価に関する条例」)の施行，平成２１年

６月「「「「京都市学校評価京都市学校評価京都市学校評価京都市学校評価ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン第第第第３３３３版版版版」」」」発行発行発行発行，など，評価活動を深化させてき

ている。 

 

【「京都市学校評価ガイドライン第３版」改訂のポイント】 

1. 自己評価の充実 

従前のアンケート分析を中心とした評価・公表から，これを踏まえて

教職員が自校の取組の達成度を測り，課題を共有しながら確実に改善策

に繋げること。 

＊アンケート作成・分析は「学校評価支援システム２００９」を活用

する。 

2. 学校関係者評価の充実 

平成１３年度に全校配置となった学校評議員の方々や設置率では全

国の約３割を占める学校運営協議会学校運営協議会学校運営協議会学校運営協議会のののの方方方方々々々々にににに「「「「学校関係者学校関係者学校関係者学校関係者」」」」としてとしてとしてとして評価評価評価評価

活動活動活動活動にににに参画参画参画参画していただきしていただきしていただきしていただき，，，，ともにともにともにともに改善改善改善改善をををを進進進進めていただくめていただくめていただくめていただくこと。 

3. 設置者への報告・広報 

年間の評価結果を全市統一の書式で教育委員会に報告すること。 

評価の公表は迅速かつ分かりやすいものにする。 

*学校ホームページで公表する。 

 

 



 

 

２．学校評価の目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．学校評価の仕組み 
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学校の自己評価自己評価自己評価自己評価 

具体的な目標を設定し(P)，実行し(D)， 

評価(C)し，改善(A)する 

C （評価） 

D （実行） P （計画） 

A （改善） 

・教職員アンケート・児童生徒アンケート 

・保護者アンケート 

学校評価の資料として活用 

 

 

 

 

 

 

学校の教育活動の観

察や意見交換等を通

じて， 自 己 評 価 結 果自 己 評 価 結 果自 己 評 価 結 果自 己 評 価 結 果

についてについてについてについて評価評価評価評価する。こ

れにより，教職員 と共

通 理 解 を も つ と と も

に，学 校 の 改 善 の た

め に 教 職 員 と 連 携 ・

協力する。 

学校関係者評学校関係者評学校関係者評学校関係者評価 

（学校運営協議会学校運営協議会学校運営協議会学校運営協議会

・・・・PTAPTAPTAPTA 代表代表代表代表等） 

 

 
「学校運営協議会෸߮学校評価に関するᬌ⸽ᆔ員会」…第三者機関として

京都市が設置している。(Ꮧᦸ校Ꮧᦸ校Ꮧᦸ校Ꮧᦸ校࡮࡮࡮࡮᛽಴校᛽಴校᛽಴校᛽಴校ををををኻ⽎ኻ⽎ኻ⽎ኻ⽎ ) 

専門的・客観的立場から評価する。評価結果を学校・教育委員会者にフィード

バックして改善を促し，学校運営の質を高める。 

第三者第三者第三者第三者評価評価評価評価（システム評価） ※※※※第三者評価第三者評価第三者評価第三者評価はははは実施実施実施実施しないしないしないしない 
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子どもたちがよりよい学校生活をㅍれるよう，学校運営の改善と発ዷを目ᜰすޕ 

 


�� 学校運営の組❱的，⛮⛯的な改善 

学校として目指すߴき㊀ὐ目ᮡを設定し，ߘの㆐成⁁ᴫや㆐成に向けたข⚵の

ㆡ切さ╬を評価することにより，⚵❱⊛，⛮⛯⊛に学校ㆇ営を改ༀする。 

 


�� ଻⼔者࡮࿾ၞ૑᳃╬の参画による学校ߠくり 

「自己評価」及び，学校ㆇ営ද議会╬の「学校関係者評価」の実施・公表によ

り，学校としての⺑᣿⽿છを果たすとともに，保護者や地域の方々からのℂ⸃と

参↹をᓧながら，学校・家庭・地域のㅪ៤・දജによる学校づくりをㅴめる。 

 


�� 教⢒᳓Ḱの⾰のะ਄ 

学校評価の結果を〯ま߃て，学校自らが学校ㆇ営の改ༀを࿑るとともに，教育

委員会╬が学校にኻする支援・改ༀを行うことにより，教育᳓Ḱの保証・向਄を

࿑る。 

 



 

㧠．平成２１年度 学校評価年㑆⸘画 

 

月 評価のᬌ⸛࡮実ᣉ 学校運営協議会 

 㧠 平成２１年度学校教育目ᮡ，経営方㊎の

ౕ体化 

 

 㧡  

 

 

 ６ 京都市学校評価ガイドライン【第３版】

⊒行 

�第１࿁学校ㆇ営ද議会  

学校教育目ᮡ・方㊎の⺑᣿ 

 㧣  

 

 

 㧤  

 

 

 㧥 ԘԘԘԘガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン【【【【第第第第３３３３版版版版】】】】ににににၮၮၮၮߠいたߠいたߠいたߠいた学学学学

校評価方ᴺ校評価方ᴺ校評価方ᴺ校評価方ᴺのののの改訂改訂改訂改訂    

・アンケート㗄目検⸛ 

�第２࿁学校ㆇ営ද議会  

学校評価の改訂にߟいて検⸛ 

１㧜 ԙԙԙԙࠕン࡯ࠤトࠕン࡯ࠤトࠕン࡯ࠤトࠕン࡯ࠤト㗄目᳿ቯ㗄目᳿ቯ㗄目᳿ቯ㗄目᳿ቯ    

ԚԚԚԚࠕン࡯ࠤトࠕン࡯ࠤトࠕン࡯ࠤトࠕン࡯ࠤト実ᣉ実ᣉ実ᣉ実ᣉ㧔㧔㧔㧔１㧜１㧜１㧜１㧜㨪㨪㨪㨪１１１１月月月月㧕 

(⦼生まߟり・アーハンスェーャ・ભ日

参ⷰ) 

㧔⦼生まߟり㧕 

１１ ・アンケート実施(学校⑂ᢥ化のㇱ) 

・児童生徒アンケート 

�第３࿁学校ㆇ営ද議会  

目ᮡ㆐成⁁ᴫ╬中間報告 

１２ ・アンケート実施(もちߟき大会) 

・教⡯員アンケート 

㧔もちߟき大会㧕 

 １ ・アンケート実施(⎇ⓥ報告会) 

ԛԛԛԛ自Ꮖ評価自Ꮖ評価自Ꮖ評価自Ꮖ評価    

 ト╬をもとに評価࡯ࠤンࠕ    

㧔⎇ⓥ報告会㧕 

 ２ ・評価結果分析 

・改ༀ╷検⸛ 

 

 ３ ԜԜԜԜ学校関係者評価学校関係者評価学校関係者評価学校関係者評価 

・自己評価を基に学校ㆇ営ද議会で学

校関係者評価を行う。 

・ᰴ年度の方㊎の౒ㅢℂ⸃ 

ԝԝԝԝ評価⚿ᨐ評価⚿ᨐ評価⚿ᨐ評価⚿ᨐのののの公表公表公表公表    

・学校ߛより，学校ホームページ╬で 

ԞԞԞԞ教⢒ᆔ員会教⢒ᆔ員会教⢒ᆔ員会教⢒ᆔ員会߳の߳の߳の߳のႎ๔ႎ๔ႎ๔ႎ๔    

�第㧠࿁学校ㆇ営ද議会  

 学校関係者評価学校関係者評価学校関係者評価学校関係者評価 

 㧠 平成２２年度学校教育目ᮡ・経営方㊎の

ౕ体化 
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